
金
滞
古
蹟
志
血
管
十
八

新
町
と
呼
ぴ
わ
け
た
る
は
、
後
年
よ
り
の
事
な
ら
ん
か
。

。
泉
八
幡
柿
枇

営
枇
は
‘
泉
町
等
二
百
八
十
儀
戸
の
産
土
紳
に
て
、
泉
村
の
鎮
守
枇

た
り
。
従
来
紳
職
紳
人
も
奉
仕
せ
4
1
0

一
村
の
澗
枇
た
り
し
ゅ
ゑ
に
、

縁
起
来
歴
も
詳
か
た
ら
宇
。
明
治
五
年
十
一
月
村
枇
に
列
せ
ら
れ
た

。

泉

新

町

俗
に
新
町
と
も
或
は
出
町
と
も
呼
ぺ
り
。
延
賓
の
金
棒
聞
に
、
泉
町

ま
で
を
閏
し
、
泉
新
町
の
地
は
記
載
せ
宇
。
此
の
地
は
郡
地
に

τ延

貨
の
頃
は
い
ま
だ
町
屋
を
ば
建
築
せ
ざ
り
け
ん
。
共
の
後
の
町
地
な

る
に
依
っ
て
、
新
町
と
も
出
町
と
も
呼
び
来
れ
る
な
ん
か
。
品
開
迫
考

す
ぺ
し
。

。
泉
野
町
立
来
歴

泉
野
は
上
文
に
既
に
記
載
せ
し
如
く
‘
関
初
以
来
の
瞭
野
に

τ.
慶

長
の
頃
は
い
ま
だ
水
聞
も
た
く
、
荒
地
に
て
松
原
注
り
し
を
.
金
津

町
の
地
取
を
庚
め
ら
ら
る
L
K
依
っ
て
、
奮
簿
二
世
利
長
卿
、
慶
長

八
年
に
野
町
よ
り
以
南
の
地
を
ば
往
還
筋
町
地
と
た
し
、
泉
野
新
町

と
名
づ
け
、
町
家
を
建
て
し
め
ら
れ
し
と
見
ね
て
、
左
の
在
判
定
書

' . ， 

自
払
臨
時
v
之。

右
保
々
無
私
一
逮
-
様
可
v
被
=
申
付
-
皆
被
=
仰
出
-
者
也
。

寛

永

五

年

八

月

廿

三

日

横

山

山

披

守

受

輪

本

多

安

易

守
法

石

川

茂

平

殿

宮

崎

誠

人

殿

堀
三
郎
兵
衛
殿

。
比
丘
尼
腕

加
賀
古
跡
考
に
云
ふ
。
泉
野
出
町
に
比
丘
尼
所
と
て
、
い
に
し
へ
比

丘
尼
の
家
あ
り
て
、
各
び
ん
ざ
L
ら
と
い
ふ
物
を
鳴
ら
し
、
歌
を
菰

ひ
、
家
々
に
入
り
て
施
物
を
乞
ひ
あ
り
き
け
り
。
元
総
・
質
永
の
頃
ま

で
も
共
の
家
あ
り
し
か
ど
・
共
の
後
い
つ
し
か
絶
え
て
、
今
は
傭
夫

・
な
ど
の
家
五
・
七
軒
を
建
て
‘
只
地
名
を
ぽ
比
丘
尼
所
と
ぞ
い
ひ
停

ふ
る
の
み
怠
り
と
い
へ
h
v
o

O
比

丘

尼

塚

一
此
の
塚
は
、
泉
新
町
園
遊
枇
の
尻
地
た
る
悶
圏
中
に
あ
り
。
世
人
野

一
村
の
比
丘
尼
塚
と
呼
ぺ
り
。
泉
国
治
紳
祉
の
向
う
の
後
越
を
ぽ
野
村

金
揮
官
蹟
志
巻
十

λ

四

の
潟
を
停
来
せ
り
。
共
の
本
紙
は
何
れ
に
停
来
す
る
に
や
。

定

泉

野

新

町

一
、
蛍
町
新
儀
に
取
立
候
之
間
‘
諸
役
儀
三
ク
年
之
閑
令
昌
免
許
-
事
。

-
、
材
木
商
賓
之
儀
、
自
今
以
後
蛍
町
一
所
に
而
可
v
改
v
之
事
。

一
、
押
買
狼
籍
非
分
之
儀
有
v
之
者
、
則
奉
行
所
b
来
可
昌
申
上
-
事
。

右
守
a
保
々
之
官
一
一
宮
町
念
度
可
a
相
定
-
者
也
。

慶

長

凡

年

卯

月

廿

七

日

判

按
・
宇
る
に
、
泉
野
新
町
と
は
今
い
ふ
泉
町
な
る
べ
し
。
泉
新
町
は
夫

れ
よ
り
遥
か
後
に
町
地
と
成
り
た
る
も
の
也
。
箆
長
の
末
よ
り
元

和
・
寛
永
の
頃
は
金
滞
市
中
治
々
庚
め
ら
れ
し
と
見
ね
て
、
寛
永
五

年
八
月
金
津
町
の
定
書
に
も
左
の
如
く
戟
せ
ら
れ
た
り
。

金
部
町
中
御
定
之
保
々

一
、
町
役
於
z

御
菟
許
-
者
御
印
可
v
被
v
譜
之
僚
、
共
外
之
儀
者
不
v
磁
御

役
可
v
仕
事
。

一
、
町
並
之
家
、
奉
公
人
に
被
v
下
候
共
、
如
a
有
来
-
町
役
可
v
仕
事
。

一
、
近
年
蛍
地
所
々
に
相
立
候
新
町
緒
役
井
諸
法
度
之
事
‘
本
町
之

並
に
町
事
行
衆
よ
り
可
v
被
a
申
付
-
候
。
但
御
漣
上
・
御
地
子
等
之
儀

者
、
如
-
有
楽

-F指
上
-
皆
可
v
被
=
申
付
-
事
。

と
稽
す
。
元
は
泉
野
新
村
の
村
地
の
固
に
て
、
新
村
よ
り
支
配
せ
し

を
、
今
は
泉
村
の
支
配
と
成
り
た
り
と
い
へ
り
。
右
比
丘
尼
塚
は
小

高
き
境
基
に
て
‘
境
上
に
老
大
の
松
二
本
生
ひ
茂
り
た
り
。
天
保
年

中
ま
で
は
三
本
あ
り
し
か
ど
.
東
本
願
寺
別
院
再
建
の
時
一
本
伐
取

り
寄
附
す
と
い
へ
り
。
此
の
古
墳
は
今
調
練
場
跡
の
甫
に
常
り
、
共

の
恰
好
千
日
壌
に
似
て
少
し
く
低
し
。
此
の
境
基
の
来
歴
侮
承
の
趣

絶
え
た
る
か
、
古
老
の
停
聞
等
知
る
者
悲
し
と
い
へ

E
も
、
泉
新
町

怠
る
比
丘
尼
所
に
居
た
る
比
丘
尼
の
遺
墳
怠
る
ぺ
し
と
い
へ
り
。
按

宇
る
に
‘
泉
新
町
た
る
比
丘
尼
所
怠
る
比
丘
尼
は
.
加
賀
古
跡
考
に
‘

一
元
総
・
貸
永
の
頃
ま
で
も
共
の
家
あ
り
と
記
載
す
れ
ば
、
共
の
鹿
年

の
事
と
聞
ゆ
れ
ど
、
右
侮
設
は
後
人
の
過
聞
に
て
、
境
基
の
併
に

τ

考
ふ
れ
ば
、
い
と
古
き
事
・
な
り
し
と
聞
ゆ
。
右
比
丘
尼
の
名
も
停
承

せ
歩
。
時
世
も
考
ふ
べ
き
由
な
け
れ
ど
、
黄
柴
濁
湛
が
個
別
び
た
る
扶

桑
寄
蹄
往
生
停
尼
借
部
に
、
妙
縁
賀
州
入
。
先
趨
a
監
君
-
需
=
侍
女
吋
後

起
通
公
歩
昌
行
都
部
吋
常
繍
a
常
住
働
性
四
字
↓
ー
専
心
念
悌
唱
道
震
v
本・

年
八
十
飴
臨
終

d

端
相
自
霞
a
往
生
吋
と
あ
る
妙
縁
て
ふ
比
丘
尼
は
、

何
れ
の
地
に
・
居
た
り
け
ん
。
共
の
時
世
等
も
記
載
せ
4
ー
と
い
へ
ど

も
・
若
し
く
は
比
丘
尼
所
に
居
住
せ
し
比
丘
尼
も
か
L
る
尼
借
な
ら

五




